
○消防団・消防予備隊入退式
　各地区より推薦された新入団員と、５年間
の任期を終えた団員の入退式を行います。
○消防団員研修など
○各個部隊訓練
○消防操法訓練
○消防操法大会
　各個部隊訓練で習得した規律や節度に合わ
せ、ポンプ車や小型ポンプ操作の技術をこの
大会で披露します。
○水防訓練
　防潮扉などの開閉訓練を行います。

○資機材取扱訓練
○市総合防災訓練
　防災関係機関の協力体制を確認し、円滑化
を図ります。また、市民の防災に対する意識・
知識の向上を図ります。
○観閲式
　各個部隊訓練で習得した規律や節度、部隊
の動きを披露します。
○非常招集訓練
　秋の火災予防運動に伴い、全分団を出動さ
せ、消火活動の総合訓練を行います。
○年末特別警戒
○消防出初式
　消防の総力を市民の人たちに披露するとと
もに、消防団員の士気を高め、防災意識の高
揚を図るために式典を行います。
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消防団年間主要行事

守りたい未来、つながる未来がある。

消防団って？
　消防団は自分たちの住んでいる地域の安心と安全
を守るために消火活動などを行います。常勤の地方
公務員として消防署に勤務する消防職員と異なり、
消防団員はさまざまな職業についている人で組織さ
れています。火災や大規模災害発生時に、自宅や職
場から災害現場などへ駆けつける非常勤特別職の地
方公務員です。
主な活動
・火災、台風、地震などの災害対応
・操法訓練、非常招集訓練、水防訓練など（年間約
　90日）
・４大行事（入退式、操法大会、観閲式、出初式）
　への参加
・各分団レクリエーション行事への参加
※詳しい消防団の年間主要行事は右ページをご覧く
ださい。
任期　５年（３年目からは機能別消防団員として消
防予備隊の任務）
応募資格　市内在住・在勤で満18歳以上の人
分担地区　第１分団（新川地区、中央地区の一部）、
第２分団（大浜地区）、第３分団（棚尾地区、中央
地区の一部）、第５分団（旭地区）、第６分団（西
端地区）
報酬（年額）

本団員（２年） 予備隊（３年）
役職 金額（円） 役職 金額（円）
団長 163,000 隊長 81,500
副団長 125,000 副隊長 62,500
分団長 73,500 分隊長 36,800
副分団長 60,500 副分隊長 30,300
部長 41,500 班長 20,800
団員 36,500 隊員 18,300

※報酬のほかに火災、訓練、警戒出動時に手当が支
給されます。

地域を災害から守る
消防団員を募集しています
　私たちが住むまちでは近年、生活環境の変化に伴って、災害形態が複雑化・
大規模化の傾向にあります。このようななかで、地域にもっとも身近な防災機
関である消防団の活動は、ますます重要になります。
「自分たちの地域を自分たちで守りたい」その思いがあればだれでも消防団に
参加できます。あなたも地域防災の要

かなめ

となる消防団員として活動しませんか。

どんなことをしているの？
　消防団の活動は消火だけではありません。地震や
台風などの災害に対して警戒し、災害が発生した場
合には迅速に対応して、まちや住民を守ることも消
防団の大きな役割です。平常時には消防操法訓練、
水防訓練、資機材の取扱訓練などの各種訓練や消防
車両などの資機材の点検、水利の点検、夜警なども
行っています。
退職報償金

補償制度
　消防団員が消防団活動でけがをしたときは、医療
費の全額を補償します。そのほかに、けがのために
収入がなくなったときの休業補償や治療後障害が残
ったときの障害補償、死亡したときの遺族補償制度
などがあります。

役職 金額（円）
団長 344,000
副団長 329,000
分団長 318,000
副分団長 303,000
部長 283,000
団員 264,000

問合せ　
防災課地域防災係　

第５分団　分団長
　　
石橋丈太朗さん

第５分団を紹介します
　私たち第５分団は、旭地区を中心に活動していま
す。主な活動内容は、火災に備えての放水実践訓練、
風水害に備えての水門点検、消火栓点検、それらに
伴う各資機材の取り扱いおよび点検などです。これ
らの活動の多くは夜間に行っていますので、地域の
皆さんのご理解とご協力には大変感謝しています。
　団員はみんな20代の若者で、それぞれが仕事や学
校を切り上げて、急いで着替え、食事もとる間もな
く訓練に集まってくれます。そんな彼らは手際よく
訓練を行ってくれますが、訓練後の食事に行くとき
の手際の良さは、特に目を見張るものがあります。

また、会館での談笑では、元気な笑い声を響かせな
がら、ともに楽しい時間を過ごしています。
　第５分団では、全員が自分達で考え、楽しみなが
ら行動できる、地域と密着した消防団活動を心がけ
ています。「消防団楽しい」という声が聞こえてく
る第５分団に、皆さんも参加してみませんか。
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